
大
阪
句
会

今
月
の
各
地
句
会
　

吟
　
行
　
地
　
案
　
内

＊
集
合
時
間
等
は
、
巻
末
「
各
地
句
会
案
内
」
ご
参
照
を
乞
う
。

＊
支
部
以
外
の
方
は
、人
数
把
握
な
ど
の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、　

　
先
に
各
幹
事
へ
連
絡
を
入
れ
て
か
ら
お
出
掛
け
下
さ
い
。

御
所
金
剛
句
会

甘
羅
句
会

寧
楽
句
会

京
都
桂
句
会

葛
木
御み

歳と
し

神
社
の
祈
年
祭（
農
事
始
）
と
湯
立
て
神
事

を
吟
行
し
ま
す
。
御
歳
神
の
魂
＝
お
年
玉
の
起
源
と

な
っ
た
神
代
か
ら
の
由
緒
正
し
い
神
社
で
す
。

栃
木
句
会

〈
安
騎
の
野
に
宿
る
旅
人
う
ち
靡
き
寐
も
寝
ら
め
や

も
い
に
し
へ
思
ふ
に
〉
と
人
麻
呂
が
詠
ん
だ
菟う

田だ

の

阿
騎
野
に
鎮
座
す
る
阿
紀
神
社
周
辺
を
歩
き
ま
す
。

郡
山
城
跡
周
辺
を
歩
き
ま
す
。
当
日
は
追
手
門
の
櫓

の
中
で
盆
梅
展
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。
お
城
の
南
側

は
、
茨
木
和
生
先
生
が
通
わ
れ
た
郡
山
高
校
で
す
。

日
本
で
二
番
目
に
古
い
明
治
三
十
六
年
開
園
の
京
都

市
動
物
園
を
吟
行
し
ま
す
。
干
支
の
蛇
（
巳
）
は
も

ち
ろ
ん
、
現
在
百
九
種
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
月
は
、
句
会
場
の
人
数
制
限
に
よ
り
、
締
切
で
す
。

栃
木
市
都
賀
町
の
一
万
六
千
坪
の
花
の
楽
園
、
花は

な

之の

江え

の
郷さ

と

吟
行
で
す
。
去
年
の
こ
の
時
期
に
は
、
節
分

草
や
東あ

づ
ま
い
ち
げ

一
華
が
咲
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

二
月
二
十
二
日
（
土
）

二
月
九
日
（
日
）

二
月
十
九
日
（
水
）

二
月
二
十
三
日
（
日
）

二
月
九
日
（
日
）

東
京
句
会

二
月
四
日
（
火
）

立
春
の
翌
日
、
新
宿
御
苑
を
吟
行
し
ま
し
ょ
う
。
新

宿
門
近
く
の
蠟
梅
は
見
頃
、
楽
羽
亭
裏
手
の
八
十
本

の
梅
も
い
い
頃
で
し
ょ
う
か
。
寒
桜
も
時
期
で
す
。

二
月
一
日
（
土
）


